










学 位 論 文 要 約  
 
 博士論文題目  精油による嗅覚刺激が脳卒中患者の上肢課題時の心血管反応に与える影響                       
         －気分や感情の心理的問題を抱える脳卒中患者に対する嗅覚刺激の効果－            
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 脳卒中片麻痺者で利き手の運動麻痺者 28 名（68.1±2.5 歳）を対象に，精油のラベンダーオイルとグレープ
フルーツオイル，及び水（コントロール刺激）を用いた嗅覚刺激下で，上肢課題として 1）大豆移動課題，2）
ペグ移動課題を非麻痺側手である非利き手で実施させ，嗅覚刺激群間での課題時の心血管反応を比較した．対
象者の心理指標として，抑うつ状態を測定する The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale（CESD），
不安の尺度として The State Trait Anxiety Inventory（STAI）の「状態不安」（STAI Y-1）と「特性不安」（STAI Y-2），






STAI Y-2（特性不安）（r = -0.47; P = 0.03）および TAS20（r = -0.51; P = 0.02），ΔMBP変化値と TAS20（r = -0.47; 
P = 0.03），ΔHR変化値と STAI Y-1（状態不安）（r = -0.60; P = 0.01）との間に有意な負の相関を認めた．更に，
グループフルーツ刺激においても ΔSBP変化値と TAS-20 （r = -0.48; P = 0.03）との間に負の相関を認めた．




が有意に低かった（P = 0.03，P = 0.05，respectively）．また，ペグ移動課題においてもラベンダー刺激で，TAS20
の高値群は低値群に比べ ΔSBPの変化値が有意に低かった（P = 0.04）．一方，大豆移動課題の水刺激（コント
ロール刺激）では， STAI Y-2 の高値群は低値群に比べ，ΔDBPと ΔMBP変化値が有意に高かった（P = 0.04，
P = 0.03，respectively）．しかし，同様の課題でラベンダーやグレープフルーツ刺激を行った場合では，STAI Y-2
の高値群は低値群に比べ，ΔDBPと ΔMBPを抑制させる傾向があった．麻痺側手による上肢課題では，ペグ移
動課題において課題前に比べ課題後の SBP が有意に上昇した（P = 0.01）．  
以上の結果から，精油の嗅覚刺激は，非利き手による上肢課題時の心血管反応に対し影響を与えなかったが，
不安や失感情症傾向の強い脳卒中患者において，課題時の心血管反応を抑制する可能性が示唆された．また，
麻痺側手による課題実施では心血管反応を大きく上昇させる可能性があることが示唆された．脳卒中患者の作
業療法において，心理特性を考慮した介入は臨床的に意義があり，上肢機能訓練における適切な介入法を確立
するために更なる研究が必要である． 
